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AKS5; Adenylate kinase isoenzyme 5; AK 5; ATP-AMP transphosphorylase 5
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	アデニル酸キナーゼ5（AK5）ホモサピエンス この遺伝子は、アデニル酸キナーゼファミリーのメンバーをコードします。このファミリーは、アデニンヌクレオチド間のリン酸基の可逆的な転移を触媒することにより、細胞内のアデニンヌクレオチド組成の調節に関与しています。このメンバーは、いくつかの種のUMP/CMPキナーゼと関連しています。細胞質に局在し、脳でのみ発現します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：ATP + AMP = 2 ADP、機能：ATPを供与体としてAMPおよびdAMPに活性を示します。 GTP がリン酸供与体として使用される場合、酵素は AMP、CMP、および少量で dCMP をリン酸化します。,類似性:アデニル酸キナーゼファミリーに属します。,サブユニット:モノマー。,組織特異性:脳特異的。,
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	AK5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
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